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改訂：2021年 12月 21日

EnergyWiseの設定

EnergyWise設定の前提条件

Wake on LANの前提条件
•起動する PCの BIOSと NICで、Wake on LAN（WoL）がイネーブルになっていることを確認します。BIOSおよ
び NICでWoLをイネーブルにする方法については、ご使用の PCのマニュアルを参照してください。

• WoLパケットはレイヤ 2ブロードキャストパケットとして送信されます。ブロードキャストストームを防止する
には、スパニングツリープロトコル（STP）を使用してループを削除します。

• EnergyWiseWoLクエリーに、関連する nameまたは keyword属性が常に存在することを確認します。WoLクエリー
パケットの importance、name、および keywordフィールドは、PCに接続しているインターフェイス上の属性セッ
トを参照します。WoLパケットはブロードキャストストームを防止するために、nameまたは key wordの属性が
設定されているインターフェイスからのみ送信されます。たとえば、次のコマンドを入力します。

DomainMember# configure terminal
DomainMember(config)# interface gigabitethernet 0/1
DomainMember(config-if)# energywise name PC-1
DomainMember(config-if)# end
DomainMember(config)# end
DomainMember# energywise query importance 100 name PC-1 wol mac <mac-address>

EnergyWise設定の制限事項

Voice over IPおよび緊急コールサービス

Voice over IP（VoIP）サービスおよび緊急コールサービスは、電源障害や停電が発生している場合は機能しませ
ん。電源が復旧した後、VoIPおよび緊急コールサービスへ再びアクセスできるように機器のリセットまたは再
設定をする必要がある場合があります。米国では、この緊急番号は911です。国内の緊急番号を確認しておく必
要があります。ステートメント 361。

警告

詳細については、付録の「重要なお知らせ」を参照してください。
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EnergyWiseの設定に関する情報

Cisco EnergyWiseネットワーク
CiscoEnergyWiseはネットワーク内で、ネットワークデバイスとネットワークに接続しているデバイスの電力消費量の
モニタと管理を行います。

図 1 : Cisco EnergyWiseネットワーク

•管理ステーション：EnergyWiseを使用してドメインメンバーおよびエンドポイントの電力消費量のモニタと管理
を行うアプリケーションとデバイスを制御します。また、管理ステーションでは、ドメインメンバーにクエリー

を送信します。

•ドメインメンバー：このグループにはCiscoスイッチ、ルータ、およびネットワークデバイスが含まれます。ドメ
インメンバーは、EnergyWiseドメインを介してエンドポイントにメッセージを転送します。また、管理ステーショ
ン、および他のドメインメンバーに対してクエリーの転送とクエリーへの応答を行い、エンドポイントから電力

消費量情報を集約します。

•エンドポイント：ドメインメンバーに接続し、電力を消費するデバイス。エンドポイントはクエリーに応答しま
すが、クエリーの送信や転送は行いません。IPエンドポイントにSDKライブラリをインストールできます。Cisco
EnergyWiseドメインメンバーもエンドポイントデバイスと通信するために SNMPを使用できます。

ドメインメンバーおよびエンドポイントは、AC電源、DC電源、または電源モジュールから電力を受け取ることがで
きます。
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PoEドメインメンバーおよびエンドポイントは、PoEスイッチまたは Cisco EtherSwitchサービスモジュールからも電
力を受け取ることができます。たとえば、PoEスイッチに接続している IP Phoneとアクセスポイントは、スイッチか
ら電力を受け取ります。

EnergyWiseドメイン（EnergyWise Domain）
Cisco EnergyWiseドメインは、電力管理の 1つの単位として処理されます。EnergyWiseドメインは、シスコのネット
ワーキングデバイス、Power overEthernet（PoE）のエンドポイント、およびソフトウェア開発キット（SDK）ライブラ
リを使用して構築されたエージェントを実行するエンドポイントで構成されています。このドメインは、VLANトラン
キングプロトコル（VTP）ドメインのようなネットワーク管理コミュニティに似ています。

たとえば、コアルータ、10台のアクセススイッチ、および電話機、アクセスポイント、PCなどの 400台のエンドポイ
ントを備えた建物があるとすると、ルータとスイッチをドメインメンバーとするMyBuildingという EnergyWiseドメイ
ンを作成できます。

管理ステーションとエンドポイントに電力管理アプリケーションを実装する場合、すべてのドメインメンバーでCisco
EnergyWiseバージョン 2.6以降が実行されている必要があります。

コアルータおよびアクセススイッチで EnergyWiseをイネーブルにして設定した後は、MyBuildingドメイン自体を設
定します。ドメインメンバー間には、ネイバー関係が設定されます。

•ドメインメンバーは、CDPがイネーブルの場合は CDPを使用して、それ以外の場合は EnergyWise UDPメッセー
ジを使用して、ネイバーを自動的に検出します。

•スタティックネイバーは手動で設定できます。

各ドメインメンバーは、接続しているエンドポイントと親子関係を持ちます。たとえば、IPPhone（子）はPoEスイッ
チ（親）に接続し、PC（子）はルータ（親）に接続します。

ドメインが設定されると、ドメインメンバーは他のドメインメンバーとエンドポイントにクエリーおよびコントロー

ルメッセージを転送できます。次を実行できます。

• SNMPまたは管理ステーションを使用して、すべてのドメインメンバーまたはエンドポイントにクエリーを送信
します。

• EnergyWiseクエリを実行するドメインメンバー CLIを使用して、電力消費量情報を受信または設定します。

•管理アプリケーション、サーバ、またはドメインメンバーのCLIを使用して、電力消費量ポリシーを定義したり、
電力消費量情報を受信したりします。

電源レベルエネルギー管理

Cisco EnergyWiseは電力レベルのセットを使用して、電力消費量を一貫して管理します。電力レベルは、EnergyWise
ネットワーク内のデバイスによって消費されるエネルギーを測定したものです。

範囲は 0～ 10です。デフォルトは 10です。
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表 1 :電力レベル

説明レベルCategory

Full10使用可能

高9使用可能

減8使用可能

中7Standby

節電6Standby

低5Standby

Ready4Standby

Standby3Standby

スリープ2動作不可能

Hibernate1動作不可能

閉じる0動作不可能

EnergyWiseネットワーク内のデバイスは、製造元が異なる場合があります。

Ciscoスイッチでは、レベル 0をサポートしていません。スイッチの電源を切ることはできません。（注）

IP Phoneなどの PoEエンドポイントは、PoEスイッチポートから電力を受け取ります。PoEエンドポイントの電力特
性は次のとおりです。

•電力レベルはポートに適用されます。

•ポートは、レベル 0～ 10をサポートします。

•ポートの電力レベルが 0の場合、ポートは接続されたエンドポイントに電力を供給しません。

•電力レベルが 1～ 10の場合、ポートに電力が供給されます。

属性（Attributes）
次の表では、Cisco EnergyWiseの属性を記載します。
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表 2 : Cisco EnergyWiseの属性

デフォルト定義属性

範囲は1（最も重要度が低い）～100（最も重要度
が高い）に設定します。デフォルトは 1です。

事業または導入の状況に基づいたデバイスの

評価。

Importance

なしクエリーの結果がフィルタリングされるデバ

イスの（名前またはロール以外の）説明。

キーワード

PoEポートの場合は、ポート名の短縮バージョン
になります。たとえば、Gigabit Ethernet 0/2はGi0.2
となります。

ドメインメンバーの場合はホスト名になります。

エンドポイントの場合は、エンドポイントのマニュ

アルを参照してください。ホスト名を使用するこ

とを推奨します。

クエリーの結果がフィルタリングされるデバ

イスの識別情報。

Name

PoEポートの場合、デフォルトはインターフェイ
スです。

ドメインメンバーの場合、デフォルトにはモデル

番号またはスーパーバイザーのモデル番号を使用

できます。

エンドポイントの場合は、エンドポイントのマニュ

アルを参照してください。

事業または導入の状況に基づいたデバイスの

機能。

ロール

セキュリティ

Cisco EnergyWiseネットワークには、無許可の通信を回避する 3つのセキュリティレベルがあります。

•管理の秘密キーは、ドメインメンバーと管理ステーション間の通信を認証します。

•ドメインの秘密キーは、ドメインメンバー間の通信を認証します。

•エンドポイントの秘密キーは、ドメインメンバーとエンドポイント間の通信を認証します。

EnergyWiseネットワークは、パスワードとも呼ばれる共有秘密キーを使用してセキュリティを強化しています。
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図 2 : Cisco EnergyWiseのセキュリティレベル

繰り返し

繰り返しは、定期的なスケジュールで繰り返されるイベントです。この機能を使用して、ジョブを定期的または特定の

時刻や日付に実行するようにスケジュールできます。たとえば、日付や時刻に基づいてエンドポイントやインターフェ

イスの電源をオンおよびオフにするようにドメインメンバーを設定できます。

繰り返しにはドメインメンバーの時間が使用されます。

繰り返しを設定する場合は、時刻を CRON形式（24時間形式）で指定します。cronは、Unixコンピュータのオペレー
ティングシステムに搭載されている時間ベースのジョブスケジューラです。

繰り返しが発生すると、EnergyWiseの電力レベルの変更はスタートアップコンフィギュレーションには保存されず、
実行コンフィギュレーションのみに保存されます。ドメインメンバーに障害が発生し、再起動した場合は、保存され

たスタートアップコンフィギュレーションの電力レベルが使用されます。

時間形式と時間帯

時間形式には 24時間を使用します。時間帯はドメインメンバーに基づきます。

•特定の時間に繰り返しを設定するには、 energywise level level recurrence importance importance at minute hour
day_of_month month day_of_weekインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを入力します。

たとえば、毎日 06:34に繰り返しが発生するように設定するには、energywise level level recurrence importance at
34 6 * * *コマンドを入力します。

• minuteには 34を指定します。

• hourには 6を指定します。
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• day_of_month には、毎日を示すワイルドカード（*）を指定します。

• monthには、毎月を示すワイルドカード（*）を指定します。

• day_of_weekには、すべての曜日を示すワイルドカード（*）を指定します。

•時間帯に 06:34を設定するには、absolute 06:34 * * 2009および periodic 06:34 インターフェイスコンフィギュレー
ションコマンドを入力します。

繰り返しを設定する場合は、複数の繰り返しイベントが同時に開始されるようにスケジューリングしないでくだ

さい。15分以上離してイベントを設定することを推奨します。
（注）

日付と曜日の繰り返し

day_of_monthおよび day_of_weekの変数を energywise level level recurrence importance importance at minute hour day_of_month
month day_of_weekインターフェイスコンフィギュレーションコマンドで使用する場合は、以下のガイドラインに従い
ます。

• EnergyWiseバージョン 2.7リリースよりも前のリリースで最初に day_of_monthまたは day_of_weekが発生すると、
繰り返しイベントが発生します。Cisco EnergyWise Phase 2.7のソフトウェアリリースについては、Cisco.comの
『Release Notes for Cisco EnergyWise, EnergyWise Phase 2.7』を参照してください。

• day_of_monthおよび day_of_weekを両方指定した場合は、day_of_monthまたは day_of_weekのどちらか早い方の日
にイベントが発生します。

• day_of_monthを指定して、day_of_weekにワイルドカード（*）を指定すると、イベントは day_of_monthの日付に
発生します。

• day_of_monthにワイルドカードを指定して、day_of_weekを指定すると、イベントは day_of_weekの曜日に発生し
ます。

• day_of_monthおよび day_of_weekの両方にワイルドカードを使用すると、イベントは任意の日に発生します。

Queries
クエリーを送信する管理ステーションは、EnergyWiseドメインから電力使用量に関するすべての応答を受信します。
ドメインメンバーは、ネイバー関係を使用してクエリーを送信します。

セキュアな通信を確保するため、ドメインメンバーは共有秘密キーを使用し、認証済みのクエリーだけをエンドポイ

ントに送信します。
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図 3 :クエリーの要求と応答

表 3 :クエリーの要求と応答

プロセス番号

管理ステーションがドメインにクエリーとメッセージを送信します。1

ドメインメンバーは、管理ステーションからのクエリーとメッセージに応答します。2

ドメインメンバーは他のドメインメンバーおよびエンドポイントにクエリーとメッセージ

を送信します。

3

ドメインメンバーは他のドメインメンバーおよびエンドポイントからのクエリーとメッセー

ジに応答します。

4

EnergyWiseでは、次のクエリタイプをサポートしています。

• Collect：ドメインメンバーとエンドポイントからワット（W）単位の電力消費量情報を受信します。

• Save：ドメインメンバーの実行コンフィギュレーションを保存します。energywise allow query saveグローバルコ
ンフィギュレーションコマンドを使用します。

• Set：実行コンフィギュレーションでドメインメンバーまたはエンドポイントの電力レベルを変更します。

• Sum：ドメインメンバーとエンドポイントからの情報を要約します。

次に示す属性を使用して結果をフィルタリングできます。

• Importance：事業または導入コンテキストに基づいて、デバイスの優先順位を設定します。たとえば、卓上電話は
ビジネスに不可欠な緊急電話よりも重要度が低くなります。範囲は 1（最も重要度が低い）～ 100（最も重要度が
高い）に設定します。デフォルトは 1です。

• Keywords：デバイスについての説明です（名前またはロール以外）。

• Name：デバイスを識別します。
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• Role：事業または導入の状況に基づいたデバイスの機能を指定します。

• Usage：Cisco EnergyWiseデバイスのエネルギー消費タイプを指定します。デフォルトは consumerです。

• All：すべての消費タイプのデバイス。

• Consumer：スイッチのような電力を消費するデバイス。

• Meter：ソースから接続されたデバイスに電力を送信する配電ユニット（PDU）のような、パススルー電力を
測定するデバイス。

• Producer：ソーラーパネルのような電力を生成するデバイス。

クエリーの結果には、重要度の値がクエリーに指定された値以下であるドメインメンバーおよびエンドポイントが表

示されます。

アクティビティチェック

この機能を使用して、スイッチが使用中の電話機の電源を切断しないようにできます。たとえば、PoEポートに接続し
ているCisco IP Phoneがあり、アクティビティチェックがイネーブルの場合、スイッチは、音声トラフィックを送信中
または受信中の電話機の電源を切断しません。電話機が使用中でない場合は、スイッチは約1分以内にその電話機の電
源を切断します。電話機のスイッチポートにPCが接続している場合、電話機の電源が切断されると、PCのネットワー
ク接続は失われます。

次のシスコデバイスでアクティビティチェックを設定できます。

• Cisco EtherSwitchサービスモジュール（NME-16ES-1G、NME-16ES-1G-P、NME-X-23ES-1G、NME-X-23ES-1G-P、
NME-XD-24ES-1S-P、NME-XD-48ES-2S-P）。

•拡張 Cisco EtherSwitchサービスモジュール（SM-D-ES2-48、SM-D-ES3-48-P、SM-D-ES3G-48-P、SM-ES2-16-P、
SM-ES2-24、SM-ES2-24-P、SM-ES3-16-P、SM-ES3-24-P、SM-ES3G-16-P、SM-ES3G-24-P）。

Wake On LAN
Wake on LAN（WoL）は、エンドポイントデバイスを起動するためにマジックパケットと呼ばれるネットワークメッ
セージを使用するイーサネットコンピュータネットワーキングの標準です。マジックパケットには、宛先エンドポイ

ントデバイス（通常は PC）のMACアドレスが含まれます。たとえば、WoLのマジックパケットを PCに送信できま
す。リッスンする PCは、その PC宛てのマジックパケットを待ち、システムを開始して起動します。

WoLは、マザーボード（BIOS）とネットワークインターフェイスに実装されています。WoLは、オペレーティング
システムに依存しませんん。WoLはデフォルトで複数の PCに表示できます。

Cisco EnergyWiseでのWoLの使用

EnergyWiseネットワーク内の特定のエンドポイントデバイスまたはすべてのエンドポイントデバイスにWoLのマジッ
クパケットを送信するように EnergyWiseドメインメンバーを設定できます。WoL-enabled PCがドメインメンバーに
接続されている場合は、ドメインメンバーがWoLのマジックパケットを受信し、その PCの電力レベルが動作不可能
から動作可能に変化します。
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一部のネットワークインターフェイスカード（NIC）には、NIC内に 16進数のパスワードを格納するために使用でき
るSecureOn機能が含まれています。SecureOn機能を使用してWoLパケットをNICに送信すると、NICはこのパスワー
ドをパケットの一部として格納し、起動プロセスの安全性を確保します。起動する PCに SecureOn機能をサポートす
る NICが備わっている場合、ドメインメンバーは 16進数のパスワードが設定されたマジックパケットを送信して PC
の電源を投入する必要があります。

設定時の注意事項

Cisco EnergyWiseのイネーブル化およびデバイスの電源投入
デフォルトでは、Cisco EnergyWiseはドメインメンバーでディセーブルになっています。

no energywise levelインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを入力しても、ドメインメンバーでは電力レベ
ルがすぐにはデフォルトに変更されません。電力レベルは、ドメインメンバーの再起動時、または energywise level level
コマンドを入力したときに変更されます。

PoEポートが搭載されたドメインメンバー

PoE対応スイッチなど、PoEポートが搭載されたドメインメンバーについて：

• EnergyWiseドメインにエンドポイントに追加すると、 EnergyWiseドメインメンバーとなり、新しいドメインメン
バーとすべての PoEポートで EnergyWiseがイネーブルになります。

• energywise level 0インターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用すると、ポートは接続されたエンド
ポイントに電力を供給しません。

• energywise level 0 グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して、ドメインメンバーの電源を切断する
ことはできません。

error-disabledポート

ポートが error-disabledの場合：

• error-disabledポートは、showコマンド出力と collectクエリ結果に EnergyWiseのドメインメンバーまたはエンドポ
イントとして表示されます。クエリ結果には、ポートの電力消費量が 0ワットであることが示されます。

•ポートは、setクエリに応答しません。

PoEおよび EnergyWiseの相互作用
ポートに EnergyWiseを設定し、ポートの電力レベルを設定できます。

次の表では、ドメインメンバーのポートがCiscoEnergyWiseに参加しているかどうかを確認する方法を示します。ポー
トと PoEモードの組み合わせごとに、マトリックスエントリをチェックします。Yesであれば、そのポートは Cisco
EnergyWiseに参加しています。Noの場合、そのポートは EnergyWiseに参加していません。

たとえば、ポートが PoE対応で PoEモードが neverの場合、テーブルマトリックスエントリは Noになります。つま
り、ポートの電源がオフになっていても、Cisco EnergyWiseは無効になりません。
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表 4 : EnergyWiseへのドメインメンバーポートの参加

PoEモード：静的PoEモード：なしPoEモード：自動ポート

対応なし対応PoE

なしなしなしPoE以外

power inline autoまたは power inline staticインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用してポートモー
ドを変更すると、変更はただちに有効になります。ドメインメンバーを再起動する必要はありません。

Cisco EnergyWiseがディセーブルである場合、ドメインメンバーは PoEを使用してポートの電力消費量を管理できま
す。

PoEインターフェイスの繰り返しを設定すると、EnergyWiseは、power inlineや no power inlineインターフェイスコン
フィギュレーションコマンドが実行されたときと同じように機能します。イベント時にアップおよびダウンしたイン

ターフェイスを示すメッセージが表示されることがあります。

CLIの互換性
EnergyWiseを正しく機能させるには、次のガイドラインに従ってください。

•すべてのドメインメンバーで Cisco EnergyWiseバージョン 1または Cisco EnergyWiseバージョン 2.6以降を実行す
る必要がある。

•すべてのドメインメンバーのドメイン名とセキュリティモードが同一である。

•スイッチがスタック可能であり、スイッチスタックのメンバーである場合は、スタックメンバーすべてが同じCisco
EnergyWiseバージョンを実行している。

•ドメインメンバーでCisco EnergyWiseバージョン 1を実行しており、Cisco EnergyWiseバージョン 2.6以降をサポー
トするリリースにソフトウェアをアップグレードする場合：

•実行コンフィギュレーションのEnergyWise設定が更新されます。ドメインメンバーにより、energywisedomain
コマンド内の同一ドメインパスワードとして管理パスワードが設定されます。

• copy running-config startup-config特権 EXECコマンドを入力して、コンフィギュレーションファイルに
EnergyWise設定を保存します。

•ドメインメンバーで Cisco EnergyWiseバージョン 2.6以降を実行しているが、ドメインメンバーで互換性の問題が
発生するため Cisco EnergyWiseバージョン 1.0にダウングレードする必要がある場合は、no energywise domainグ
ローバルコンフィギュレーションコマンドを入力して EnergyWiseをディセーブルにしてから、EnergyWiseバー
ジョン 1をサポートするリリースにソフトウェアをダウングレードします。

ドメインメンバーで実行中の Cisco EnergyWiseバージョンを表示するには、show energywise version特権 EXECコマン
ドを使用します。Cisco EnergyWiseバージョンは、コマンド出力で EnergyWise specificationと示されます。

ドメインメンバーで実行中のソフトウェアバージョンを表示するには、 show version特権 EXECコマンドを使用しま
す。

Cisco EnergyWiseバージョン 1の次のコマンドは変更されています。
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• energywise domain domain-name secret [0 | 7] passwordグローバルコンフィギュレーションコマンド

energywise domain domain-name security {ntp-shared-secret | shared-secret} [0 | 7] shared-secret [protocol udp port
udp-port-number [interface interface-id | ip ip-address]]グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して、
EnergyWiseドメインを再設定することを推奨します。

ドメインを再設定しないと、ドメインメンバーは管理パスワードとドメインパスワードを同期化します。

• energywise management tcp-port-numberグローバルコンフィギュレーションコマンド

energywise management security shared-secret [0 | 7] shared-secret port tcp-port-numberグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用して、ドメインの管理パスワードを再設定することを推奨します。

EnergyWiseの設定方法

Cisco EnergyWiseのイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

DomainMember# configure terminal

（任意）パスワードの暗号化をイネーブルにしま

す。

service password-encryption

例：

ステップ 2

ステップ 3で非表示のパスワードを設定した場合
は、このコマンドを入力します。

DomainMember(config)#service password-encryption

ネットワークデバイスで Cisco EnergyWiseをイネー
ブルにし、指定した domain-nameのドメインにネッ

energywise domain domain-name security
{ntp-shared-secret | shared-secret } [0 | 7]
domain-password [protocol udp port udp-port-number
[interface interface-id | ip ip-address] ]

ステップ 3

トワークデバイスを割り当て、ドメインのセキュリ

ティモードを設定し、ドメイン内のすべての通信を

認証するドメインパスワードを設定します。例：

DomainMember(config)# energywise domain cisco
security shared-secret cisco protocol udp
port 43440 ip 2.2.4.30

• ntp-shared-secret：NTPを使用して強力なパス
ワードを設定します。メンバー間に ±30秒の時
間差があると、ドメインメンバーはイベントを

ドロップします。

• shared-secret：NTPを使用せずに強力なパスワー
ドを設定します。

•（任意）0：プレーンテキストのパスワードを
使用します。これはデフォルトです。

•（任意）7：非表示のパスワードを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

0または 7を入力しない場合、デフォルトは 0
になります。

•（任意）port udp-port-number：ドメインと通信
する UDPポートを指定します。

指定できる範囲は 1～ 65000です。デフォルト
は 43440です。

•（任意）interface interface-id：IPアドレスが動
的に割り当てられている場合、ドメインと通信

するポートを指定します。interface-id値を指定
することを推奨します。ブリッジ型ネットワー

クでは、このコマンドを使用してください。

•（任意） ip ip-address：インターフェイスがス
イッチ仮想インターフェイス（SVI）であり、
VLANトランキングプロトコル（VTP）プルー
ニングがイネーブルである場合に、ドメインと

通信する IPアドレスを指定します。ルーテッド
ネットワークでは、このコマンドを使用してく

ださい。

domain-nameおよび domain-passwordについて

•英数字と、#、(、$、!、&などの記号を入力で
きます。

•文字または記号の間にアスタリスク（*）や空
白を入力しないでください。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

DomainMember(config)# end

入力を確認します。show energywise

例：

ステップ 5

DomainMember# show energywise

入力を確認します。show energywise domain

例：

ステップ 6

DomainMember# show energywise domain

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

DomainMember# copy running-config startup-config
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ドメインメンバーまたはエンドポイントの属性の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

DomainMember# configure terminal

重要度を設定します。energywise importance importance

例：

ステップ 2

範囲は 1～ 100です。デフォルトは 1です。
DomainMember(config)#energywise importance 65

少なくとも 1つのキーワードを割り当てます。energywise keywords word, word, word...

例：

ステップ 3

複数のキーワードを割り当てる場合は、各キーワー

ドをカンマで区切ります。キーワードの区切り文字

としてスペースを使用しないでください。

DomainMember(config)# energywise keywords
lab1,devlab

•英数字と、#、(、$、!、&などの記号を入力で
きます。

•文字または記号の間にアスタリスク（*）や空
白を入力しないでください。

デフォルトでは、キーワードは定義されません。

（任意）パスワードの暗号化をイネーブルにしま

す。

service password-encryption

例：

ステップ 4

ステップ 3で非表示のパスワードを設定した場合
は、このコマンドを入力します。

DomainMember(config)# service password-encryption

管理ステーションがドメインとの通信に使用するド

メインメンバーに、管理パスワードを設定します。

energywise management security shared-secret [ 0 |
7] mgmt-password [port tcp-port-number]

例：

ステップ 5

•（任意）0：プレーンテキストのパスワードを
使用します。DomainMember(config)# energywise management

security shared-secret cisco port 1055

•（任意）7：非表示のパスワードを使用します。

0または 7を入力しない場合、デフォルトは 0
になります。

mgmt-passwordについて：

•英数字と、#、(、$、!、&などの記号を入力で
きます。
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目的コマンドまたはアクション

•文字または記号の間にアスタリスク（*）や空
白を入力しないでください。

（任意）port tcp-port-number：管理アクセス用の伝
送制御プロトコル（TCP）ポートを指定します。指
定できる範囲は 1025～ 65535です。デフォルトは
43440です。

デフォルトでは、管理パスワードは設定されていま

せん。

EnergyWise固有の名前を指定します。energywise name name

例：

ステップ 6

•英数字と、#、(、$、!、&などの記号を入力で
きます。DomainMember(config)# energywise name LabSwitch

•文字または記号の間にアスタリスク（*）や空
白を入力しないでください。

デフォルトはホスト名です。

スタティックネイバーを割り当てます。energywise neighbor [ hostname | ip-address ]
udp-port-number

ステップ 7

•ドメインネームシステム（DNS）のホスト名
（hostname）または IPアドレス（ip-address）。例：

DomainMember(config)# energywise neighbor member1
43440 •クエリを送受信する UDPポート

（udp-port-number）。

指定できる範囲は 1～ 65000です。

デフォルトでは、スタティックネイバーは割り当

てられていません。

EnergyWiseドメインでのロールを指定します。た
とえば、lobby.b20とします。

energywise role役割

例：

ステップ 8

•英数字と、#、(、$、!、&などの記号を入力で
きます。

DomainMember(config)# energywise role
role.labaccess

•文字または記号の間にアスタリスク（*）や空
白を入力しないでください。

デフォルトはモデル番号です。

ドメインメンバーを、管理ステーションまたは別

のドメインメンバーからのクエリーに応答するよ

うに設定します。

energywise allow query [save | set]

例：

DomainMember(config)# energywise allow query save

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

• save：実行コンフィギュレーションを保存する
クエリに応答します。

• set：電力レベルまたは EnergyWise属性を変更
するクエリに応答します。

デフォルトでは、ドメインメンバーは setクエリー
に応答します。

エンドポイントのセキュリティモードを設定しま

す。

energywise endpoint security [ none | shared-secret [
0 | 7 ] shared-secret]

例：

ステップ 10

• none：セキュリティをディセーブルにします。
DomainMember(config)# energywise endpoint
security shared-secret cisco • shared-secret：ドメインメンバーとのセキュア

な通信を確保するためのパスワードを使用しま

す。

•（任意）0：プレーンテキストのパスワードを
使用します。

•（任意）7：非表示のパスワードを使用します。

0または 7を入力しない場合、デフォルトは 0
になります。

• shared-secretについて：

•英数字と、#、(、$、!、&などの記号を入
力できます。

•文字または記号の間にアスタリスク（*）
や空白を入力しないでください。

デフォルトでは、パスワードは設定されていませ

ん。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 11

DomainMember(config)# end

入力を確認します。show energywise

例：

ステップ 12

DomainMember# show energywise

入力を確認します。show energywise domain

例：

ステップ 13

DomainMember# show energywise domain
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 14

DomainMember# copy running-config startup-config

PoEポートの電源投入

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

DomainMember# configure terminal

設定するポートまたはポートの範囲を指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface interface-id

例：

DomainMember(config)# interface

ステップ 2

gigabitethernet1/0/2

ポートを手動で電源投入します。energywise level level

例：

ステップ 3

•接続しているPoEエンドポイントには、電力レ
ベル 10を入力します。DomainMember(config-if)# energywise level 3

• PoE非対応のエンドポイントには、電力レベル
1～ 10を入力します。エンドポイントで適切な
処置が取られます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

DomainMember(config-if)#end

入力を確認します。show energywise

例：

ステップ 5

DomainMember# show energywise

入力を確認します。show energywise domain

例：

ステップ 6

DomainMember# show energywise domain
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

ステップ3で設定した電力レベルは、ドメ
インメンバーが再起動するときのデフォ

ルトの電力レベルになります。

（注）
DomainMember# copy running-config startup-config

ポートの属性の設定

始める前に

ステップ 7の energywise activitycheckコマンドを入力する前に、次のことを行います。

•ポートおよび接続している IP Phoneで、自動 Quality of Service（自動 QoS）がイネーブルになっていることを確認
します。

•ドメインメンバーが複数のシスコデバイスを介して IP Phoneに接続されている場合は、デバイスで受信パケット
の CoS値を信頼していることを確認します。

アクティビティチェックと自動 QoSの設定の詳細については、アクティビティチェック（10ページ）を参照し
てください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

DomainMember# configure terminal

設定するポートまたはポートの範囲を指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface interface-id

例：

DomainMember(config)# interface

ステップ 2

gigabitethernet1/0/2

重要度を設定します。energywise importance importance

例：

ステップ 3

範囲は 1～ 100です。デフォルトは 1です。
DomainMember (config-if)# energywise importance
90

少なくとも 1つのキーワードを割り当てます。energywise keywords word, word, word...

例：

ステップ 4

複数のキーワードを割り当てる場合は、各キーワー

ドをカンマで区切ります。キーワードの区切り文字

としてスペースを使用しないでください。

DomainMember (config-if)# energywise keywords
lab
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目的コマンドまたはアクション

•英数字と、#、(、$、!、&などの記号を入力で
きます。

•文字または記号の間にアスタリスク（*）や空
白を入力しないでください。

デフォルトでは、キーワードは定義されません。

EnergyWise固有の名前を指定します。energywise name name

例：

ステップ 5

•英数字と、#、(、$、!、&などの記号を入力で
きます。DomainMember (config-if)# energywise name

labphone.5

•文字または記号の間にアスタリスク（*）や空
白を入力しないでください。

デフォルトはホスト名です。

EnergyWiseドメインでのロールを指定します。た
とえば、lobby.b20とします。

energywise role役割

例：

ステップ 6

•英数字と、#、(、$、!、&などの記号を入力で
きます。

DomainMember (config-if)# energywise role
role.labphone

•文字または記号の間にアスタリスク（*）や空
白を入力しないでください。

デフォルトはモデル番号です。

ドメインメンバーがポートの電源を切断する前に、

接続している IP Phoneがトラフィックを送信中ま
たは受信中でないことを確認します。

energywise activitycheck

例：

DomainMember (config-if)# energywise
activitycheck

ステップ 7

ドメインメンバーでは、IP Phoneが保留
状態であるかどうかを判断できません。

（注）

インターフェイスが管理ステーションや別のドメイ

ンメンバーからクエリーを受信した場合に、電力

energywise allow query set

例：

ステップ 8

レベルおよび EnergyWise属性を変更するクエリー
に応答するようにインターフェイスを設定します。

DomainMember (config-if)# energywise role
role.labphone

デフォルトでは、ドメインメンバーはこのクエリー

に応答します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

DomainMember (config-if)# end
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目的コマンドまたはアクション

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 10

DomainMember# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

DomainMember# copy running-config startup-config

繰り返しの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

EnergyWiseがイネーブルであることを確認します。show energywise

例：

ステップ 1

DomainMember# show energywise

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

DomainMember# configure terminal

時間範囲に名前を割り当て、時間範囲コンフィギュ

レーションモードを開始します。時間範囲を設定

しない場合は、ステップ 6に進みます。

time-range time-range-name

例：

DomainMember(config)# time-range onfirstfloor

ステップ 3

時間範囲は、システムクロックに基づきます。

•エンドポイント（PoEエンドポイントなど）で
EnergyWiseを実行していない場合、指定する
時間はドメインメンバーの時間帯に基づきま

す。

•エンドポイントでエージェントまたはクライア
ントを実行している場合、指定する時間はエン

ドポイントの時間帯に基づきます。

absoluteおよびperiodic時間範囲コンフィギュレー
ションコマンドを使用して、繰り返しの日時を指

定します。1つの absolute条件と複数の periodic条
件を使用できます。
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目的コマンドまたはアクション

繰り返しの開始日時を設定します。absolute条件に
終了日時が設定されている場合、ドメインメンバー

はこれらの値を無視します。

absolute start hh:mm day_of_month month year

例：

DomainMember(config-time-range)# absolute start
0:00 1 August 2009

ステップ 4

• hh:mm：時間および分単位で時刻（24時間形
式）を指定します。

• day month year：日付を指定します。

• day_of_month：指定できる範囲は 1～ 31
です。

• month：指定できる範囲は 1月～ 12月で
す。

• year：西暦年の最小値は 1993です。

絶対時間範囲を設定する場合、ワイルドカード（*）
のオプションは day_of_monthおよび monthで使用
できません。

繰り返しの週単位の開始時間と曜日を設定します。periodic days_of_the_week hh:mm

例：

ステップ 5

• days_of_the_week：有効な値：

DomainMember(config-time-range)# periodic • Monday、Tuesday、Wednesday、
Thursday、Friday、Saturday、またはweekdays 06:00 to 22:00

DomainMember(config-time-range)# periodic weekend
10:00 to 16:00 Sunday：1つの曜日、開始曜日から終了曜

日の間にダッシュを使用した曜日の範囲、

またはカンマで区切った複数の曜日を入力

します。

• daily：月曜日から日曜日まで繰り返し処
理を開始する場合に入力します。

• weekdays：月曜日から金曜日まで繰り返
し処理を開始する場合に入力します。

• weekend：土曜日と日曜日にイベントが発
生する場合に入力します。

• hh:mm：時間および分単位で時刻（24時間形
式）を指定します。

設定するポートまたはポートの範囲を指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface interface-id

例：

DomainMember(config)# interface
gigabitethernet1/0/2

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

電源投入または電源切断のイベントをスケジューリ

ングします。

energywise level level recurrence importance
importance {at minute hour day_of_month month
day_of_week | time-range time-range-name}

ステップ 7

• level level：電力レベルを指定します。
例：

•エンドポイントの電源を切断するには、0
を入力します。

DomainMember(config-if)# energywise level 10
recurrence importance 70 time-range
onfirstfloor

•エンドポイントの電源を投入するには、次
のように入力します。

PoEエンドポイントの場合は 10を入力し
ます。

別の受電デバイスの場合は、電力レベル1
～ 10を入力します。エンドポイントで適
切な処置が取られます。

• importance importance：エンドポイントの重要
度の値がここで指定した重要度の値以下である

場合に、イベントが発生します。範囲は 1～
100です。

• at minute hour day_of_month month day_of_week：
繰り返しの時刻（24時間形式）を cron形式で
指定します。

• minute：指定できる範囲は 0～ 59です。*
をワイルドカードとして使用します。

• hour：指定できる範囲は 0～ 23です。*
をワイルドカードとして使用します。

• day_of_month：指定できる範囲は 1～ 31
です。*をワイルドカードとして使用しま
す。

• month：指定できる範囲は 1（1月）～ 12
（12月）です。*をワイルドカードとして
使用します。

• day_of_week：指定できる範囲は 0（日曜
日）～ 6（土曜日）です。*をワイルド
カードとして使用します。

• time-range time-range-name：繰り返しの時間範
囲を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

イベントにはドメインメンバーの時間が使用され

ます。

別のイベントをスケジューリングするには、この手

順を繰り返します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

DomainMember(config)# end

入力を確認します。show energywise recurrence

例：

ステップ 9

DomainMember# show energywise recurrence

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 10

DomainMember# copy running-config startup-config

ドメイン内の電力を管理するためのクエリーの使用

energywise query importance特権 EXECコマンドの timeout値が短すぎると、ドメインメンバーおよびエンドポ
イントがクエリに応答しても、管理ステーションはクエリ結果を受信しません。たとえば、特定の電話機の電源

を切断する場合、 energywise query importanceコマンドの timeout値が短すぎると、その電話機の電源は切断さ
れません。timeoutを設定するときは、正しい出力を表示するために最小 6秒を設定します。

（注）

この手順では、ステップ 2と 3を入れ替えることができます。ステップ 2またはステップ 3を実行できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ドメインのサイズやメンバーとエンドポイントの数

など、ドメインについての情報を分析して表示する

ためのクエリーを実行します。

energywise query analyze domain domain-name

例：

DomainMember# energywise query analyze domain

ステップ 1

ドメインメンバーとエンドポイントの電力情報を表

示するためのクエリーを実行します。電力レベルを

energywise query importance importance {keywords
word, word,... | name name} collect {delta | usage} [all
[timeout timeout] | consumer [timeout timeout] | meter

ステップ 2

変更し、ドメインメンバー、PoEポート、またはエ
[timeout timeout] | producer [timeout timeout] | timeout
timeout] ンドポイントの電源を投入および切断するためのク

エリーを実行します。
例：

• importance importance：重要度の値に基づいて
結果をフィルタリングします。重要度の値が、

DomainMember# energywise query importance 100 name
* collect usage consumer
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目的コマンドまたはアクション

指定した値以下であるドメインメンバーおよび

エンドポイントだけが、クエリーに応答しま

す。importanceの範囲は 1～ 100です。

• keywords word, word：1つ以上のキーワードに
基づいて結果をフィルタリングします。

keywords*を指定してクエリを実行しない
でください。結果が生成されません。

（注）

• name name：名前に基づいて結果をフィルタリ
ングします。ワイルドカードを使用する場合

は、*を使用するか、または name*というよう
に名前のフレーズの末尾にアスタリスクを指定

します。

• collect {delta | usage}：ドメインメンバーとエン
ドポイントからワット（W）単位の電力消費量
情報を表示します。

• delta：仮定（what-if）計算用に電力レベル
ごとの実際の電力消費量と最大電力消費量

の差と一緒に、デルタベクトルを表示しま

す。

• usage：実際の電力消費量を表示します。

• sum {delta | usage}：ドメインメンバーおよびエ
ンドポイントからの電力消費量情報の要約を表

示します。

• delta：デルタベクトルを表示します。

• usage：実際の電力消費量を表示します。

•（任意）all：すべての消費タイプのEnergyWise
デバイスを表示します。

•（任意）consumer：電力を消費するデバイス
（スイッチなど）が表示されるように結果を

フィルタリングします。これがデフォルトの消

費タイプです。

•（任意）meter：パススルー電力を測定するデ
バイス（接続されたデバイスに電源から電力を

供給する PDUなど）が表示されるように結果
をフィルタリングします。

25



目的コマンドまたはアクション

•（任意）producer：電力を生成するデバイス
（ソーラーパネルなど）が表示されるように結

果をフィルタリングします。

•（任意） timeout timeout：管理ステーションが
クエリの結果を待機する秒数を設定します。

timeoutを設定するときは、正しい出力を表示す
るために最小 6秒を設定します。

デフォルト timeoutは 6秒です。指定できる範囲は
1～ 180です。

別のクエリーを実行するには、この手順を繰り返し

ます。

ステップ 2またはステップ 3を実行できます。energywise query importance importance {keywords
word, word,... | name name} sum {delta | usage} [all

ステップ 3

[timeout timeout] | consumer [timeout timeout] | meter
[timeout timeout] | producer [timeout timeout] | timeout
timeout]

例：

DomainMember# energywise query importance 90
keyword lobby sum usage

（任意）電力レベルを変更し、ドメインメンバー、

PoEポート、またはエンドポイントの電源を投入お
よび切断するためのクエリーを実行します。

energywise query importance importance {keywords
word, word,... | name name} set level level [all [ timeout
timeout ] | consumer [ timeout timeout ] |meter [ timeout
timeout ] | producer [ timeout timeout ] timeout timeout
]

ステップ 4

このクエリーを使用する際は、十分注意し

てください。このクエリーは、コマンドの

入力対象のドメインメンバーと、クエリー

条件に一致する他のドメインメンバーお

よびエンドポイントの両方に影響を及ぼし

ます。

（注）

例：

DomainMember# energywise query importance 80 name
shipping.2 set level 0

• importance importance：重要度の値に基づいて
結果をフィルタリングします。重要度の値が指

定した値以下であるドメインメンバーおよびエ

ンドポイントだけが表示されます。範囲は 1～
100です。

• keywords word, word...：1つ以上のキーワード
に基づいて結果をフィルタリングします。

keywords*を指定してクエリを実行しない
でください。結果が生成されません。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

• name name：名前に基づいて結果をフィルタリ
ングします。ワイルドカードを使用する場合

は、*を使用するか、または name*というよう
に名前のフレーズの末尾にアスタリスクを指定

します。

• set level level：ドメインメンバー、エンドポイ
ント、またはPoEポートの電力レベルを設定し
ます。範囲は 0～ 10です。

•（任意）all：すべての消費タイプのEnergyWise
デバイスを表示します。

•（任意）consumer：電力を消費するデバイス
（スイッチなど）が表示されるように結果を

フィルタリングします。これがデフォルトの消

費タイプです。

•（任意）meter：パススルー電力を測定するデ
バイス（接続されたデバイスに電源から電力を

供給する PDUなど）が表示されるように結果
をフィルタリングします。

•（任意）producer：電力を生成するデバイス
（ソーラーパネルなど）が表示されるように結

果をフィルタリングします。

•（任意） timeout timeout：管理ステーションが
クエリの結果を待機する秒数を設定します。

timeoutを設定するときは、正しい出力を表示す
るために最小 6秒を設定します。

デフォルトは 6秒です。指定できる範囲は 1～ 180
です。

別のクエリーを実行するには、この手順を繰り返し

ます。

アクティビティチェックの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

DomainMember# configure terminal

設定するポートまたはポートの範囲を指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface interface-id

例：

DomainMember(config)# interface gigabitethernet0/2

ステップ 2

ここで挙げる例では、interface-idの形式は、タイプ

スロットまたはモジュール番号/ポート番号です
（例：gigabitethernet 0/5）。インターフェイスを指
定するには、お使いのデバイスのソフトウェアマ

ニュアルを参照してください。

ポートの電源を切断する前に、PoEポートに接続し
ている Cisco IP Phoneがトラフィックを送信または

energywise activity check

例：

ステップ 3

受信しなくなるまで待機するようにドメインメン

バーを設定します。
DomainMember(config-if)# energywise activitycheck

ドメインメンバーでは、IPPhoneが保留状
態であるかどうかを判断できません。

（注）

次のタスク

アクティビティチェックのテストに進みます。

アクティビティチェックのテスト

アクティビティチェックをイネーブルにした後は、次のチェックを実行して、接続された Cisco IP Phoneが音声トラ
フィックを送信中または受信中でない場合のみスイッチがポートの電源を切断することを確認します。

通話中に、ポートの電力レベルを 0に設定します。スイッチによって IP Phoneの電源が切断されません。ポートの電
力レベルを設定することにより、次のことが可能になります。

•クエリの実行（CLIまたは管理用のアプリケーションプログラミングインターフェイス [MAPI]）を使用）：ス
イッチは電源を切断する前にアクティビティチェックを実行します。

•繰り返しの使用：スイッチは電源を切断する前にアクティビティチェックを実行します。

• CLIの使用：スイッチはアクティビティチェックを実行せずに、PoEポートの電源をただちに切断します。
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MACアドレスを使用したWoLの使用

手順

目的コマンドまたはアクション

WoLのマジックパケットを、EnergyWiseネットワー
ク内の特定のデバイスに、またはすべてのデバイス

に送信します。

energywise query importance importance {keywords
word, word,... | name name} wol mac mac-address
[password password | port tcp-port-number [password
password]]

ステップ 1

• importance importance：重要度の値が、指定し
た値以下であるドメインメンバーおよびエンド

例：

DomainMember# energywise query importance 100
keyword PC wol mac 0123.4567.89ab ポイントだけが、クエリに応答します。範囲は

1～ 100です。

• keywords word, word...：1つ以上のキーワード
に基づいて結果をフィルタリングします。

電源を投入する PCが、キーワード PCが
設定されたインターフェイスに接続してい

る場合は、 energywise query importance
100 keyword PC wol mac mac-addressコマ
ンドを使用します。名前修飾子を使用する

ことも可能です。

（注）

• name name：名前に基づいて結果をフィルタリ
ングします。ワイルドカードを使用する場合

は、*を使用するか、または name*というよう
に名前のフレーズの末尾にアスタリスクを指定

します。

• wol mac mac-address：MACアドレスに基づいて
結果をフィルタリングし、一致したMACアド
レスを持つデバイスの電源のみを投入します。

デバイスの場所が不明である場合は、
energywise query importance 100 name *
wol mac mac-addressコマンドを使用して、
WoLパケットをすべてのドメインメンバー
に送信します。

（注）

•（任意）password password：WoLが有効になっ
ているエンドポイントのパスワードを設定しま

す。

•（任意） port port-number：EnergyWiseドメイ
ンと通信するポート番号を指定します。デフォ

ルト値は 7です。
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MACアドレスを使用しないWoLの使用
MACアドレスを入力しないでWoLを使用するには、まずオフ状態のキャッシングとWoLが含まれるようにEnergyWise
エンドポイントデバイスを設定します。デバイスを起動し、電力レベルを設定するには、energywise query特権 EXEC
コマンドを使用します。たとえば、次のコマンドを入力します。

DomainMember# energywise query importance 100 keywords pc set level 10

デバイスのMACアドレスはキーワードまたは名前とともにキャッシュされます。ドメインメンバーが、キャッシュさ
れたキーワード、名前、およびMACアドレスと、入力したキーワードまたは名前を照合し、一致するデバイスにWoL
パケットを送信します。

WoLパケットは、デバイスの電源が切断されている場合にだけ送信されます。

EnergyWiseのモニタリングおよびトラブルシューティング

EnergyWiseのモニタリング
EnergyWiseをモニタリングするには、次のコマンドを使用します。

表 5 : show特権 EXECコマンド

目的コマンド

ドメインメンバーまたはエンドポイントの設定とステータスを表示します。show energywise

接続しているエンドポイントのステータスを表示します。show energywise children

ドメインメンバーおよび接続しているエンドポイントに関する EnergyWise情報
の要約を表示します。

show energywise provisioned

ドメインメンバーまたはエンドポイントが属しているドメインを表示します。show energywise domain

ドメイン内の他のドメインメンバーまたはエンドポイントに送信されたイベント

（メッセージ）のうち、最新の 10件を表示します。
show energywise events

ドメインメンバーのネイバーテーブルを表示します。show energywise neighbor

EnergyWise設定および繰り返しのステータスを表示します。show energywise recurrences

イベントおよびエラーのカウンタを表示します。show energywise statistics

ドメインメンバーまたはエンドポイントの実際の電力消費量を表示します。show energywise usage

EnergyWiseのバージョンを表示します。show energywise version

ソフトウェアのバージョンを表示します。show version

PoEのステータスを表示します。show power inline
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目的コマンド

Cisco Discovery Protocol（CDP）によって検出されたネイバーを表示します。show cdp neighbors

電力消費量の確認

この例は、Cisco 7960 IP Phoneでは 6.3 Wが消費され、Cisco 7970G IP Phoneでは 10.3 Wが消費されていることを確認
する方法を示しています。

Device# show energywise usage children
Interface Name Usage Caliber
--------- ---- ----- -------
Switch 144.0 (W) max
Gi0/1 Gi0.1 6.3 (W) trusted
Gi0/2 Gi0.2 10.3 (W) trusted

通信障害の検出

通信障害を表示するには、EnergyWiseデバッグモードコマンドを使用します。

表 6 :通信障害の検出

目的コマンド

ドメイン上の無効なシーケンス番号や通信エラーなどのエ

ラーを表示します。

debug energywise debug

すべての EnergyWise検出情報を表示します。debug energywise discovery

クライアントまたはエージェントを実行する EnergyWise
エンドポイントの情報を表示します。接続されたエンドポ

イントの、一致しないドメイン名、秘密キー、およびシー

ケンス番号の検出に役立ちます。

debug energywise endpoint

ハイアベイラビリティ（HA）機能を持つデバイスの
EnergyWise HA情報を表示します。

debug energywise ha

認証失敗と、電力管理アプリケーションを実行する

EnergyWise管理ステーションに関する情報を表示します。
debug energywise management

EnergyWiseパケットのトレース情報を表示します。debug energywise packet

クエリが開始されるデバイスに関するクエリ情報を表示し

ます。

debug energywise query

クエリが開始されるデバイスに関するすべてのEnergyWise
プロセス情報を表示します。

debug energywise trace
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目的コマンド

クエリーが開始されるデバイスに関するWake on LAN
（WoL）クエリー情報を表示します。

debug energywise wol

EnergyWiseのディセーブル化
EnergyWiseをディセーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーションコマンドに続けてグローバルコン
フィギュレーションコマンドを入力します。

表 7 : EnergyWiseをディセーブルにするためのインターフェイスコンフィギュレーションコマンド

目的コマンド

PoEポートまたはエンドポイントで、EnergyWiseをディ
セーブルにします。

no energywise

ポートの電源を切断する前に、PoEポートに接続している
Cisco IP Phoneが音声トラフィックを送信または受信しな
くなるまで待機しないようにドメインメンバーを設定し

ます。

no energywise activitycheck

インターフェイスと子のすべての setクエリーをドロップ
するようにインターフェイスを設定します。設定した場合

は、インターフェイス上で接続されたデバイスの電力レベ

ルまたは EnergyWise属性を変更することはできません。
すべてのインターフェイス上の電力レベルが変更されない

ようにするには、すべてのインターフェイスにこのコマン

ドを適用します。

no energywise allow query set

ドメインメンバーのポート上の EnergyWise設定を削除し
ます。

no energywise levelコマンドを入力すると、ドメインメン
バーは、ドメインメンバーの再起動時、または energywise
level levelコマンドの入力時のみに電力レベルをデフォル
トに変更します。

no energywise [ importance | keywords [ word, word, ....]| level
| name [name] | role [role]]

ドメインメンバーのポート上の繰り返し設定を削除しま

す。

no energywise level level recurrence importance importance
{at minute hour day_of_month month day_of_week | timerange
timerange-name}

表 8 : EnergyWiseをディセーブルにするためのグローバルコンフィギュレーションコマンド

目的コマンド

実行コンフィギュレーションを保存するクエリーに応答し

ないように、ドメインメンバーを設定します。

no energywise allow query save

32



目的コマンド

親エンティティのすべての setクエリーをドロップするよ
うにドメインメンバーを設定します。

設定した場合は、ドメインメンバーの電力レベルまたは

EnergyWise属性を変更することはできません。この設定
は、インターフェイスに接続したインターフェイスまたは

エンドポイントには適用されません。

no energywise allow query set

ドメインメンバーで EnergyWiseをディセーブルにしま
す。

no energywise domain

接続している EnergyWise互換のエンドポイントとの親子
関係を確立しないように、ドメインメンバーを設定しま

す。エンドポイントはドメインメンバーからクエリーや

メッセージを受信できません。

no energywise endpoint

ドメインメンバーの EnergyWise設定を削除します。no energywise{importance | keywords [word ,word,...] | name
| neighbor [hostname | ip-address] udp-port-number | role}

クエリーを送信する、接続している管理ステーションと通

信しないようにドメインメンバーを設定します。

no energywise management

EnergyWiseの設定例

例：ドメインの設定

ドメインの設定方法の例を以下に示します。

DomainMember# show energywise
Interface Role Name Usage Lvl Imp Type
--------- ---- ---- ----- --- --- ----
fanfare jsmith 1009.0(W) 5 100 paren

DomainMember# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
DomainMember(config)# energywise domain cisco security ntp-shared-secret cisco protocol
udp port 43440 ip 2.2.4.30
DomainMember(config)# energywise importance 50
DomainMember(config)# energywise keywords lab1,devlab
DomainMember(config)# energywise name LabSwitch
DomainMember(config)# energywise neighbor member1 43440
DomainMember(config)# energywise role role.labaccess
DomainMember(config)# energywise allow query save
DomainMember(config)# end

DomainMember# show energywise domain
Name : member1
Domain : cisco
Protocol : udp

33



IP : 2.2.2.21
Port : 43440

DomainMember# show energywise neighbors
Capability Codes: R - Router, T - Trans Bridge, B - Source Route Bridge
S - Switch, H - Host, I - IGMP, r - Repeater, P - Phone
Id Neighbor Name Ip:Port Prot Capability
-- ------------- ------- ---- ----------
1 member-21 2.2.2.21:43440 udp S I
2 member-31 2.2.4.31:43440 static S I
3 member-22 2.2.2.22:43440 cdp S I

例：自動による電力の管理

次に、電力を手動で管理する例を示します。

ラボの IP Phoneに電源を投入するには、次のように入力します。
DomainMember# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
DomainMember(config)# energywise domain cisco security shared-secret cisco protocol udp
port 43440 ip 2.2.4.44
DomainMember(config)# interface gigabitethernet0/3
DomainMember(config-if)# energywise importance 65
DomainMember(config-if)# energywise name labphone.5
DomainMember(config-if)# energywise role role.labphone
DomainMember(config-if)# end

PoEポートに接続された IP Phoneの電源を切断するには、次のように入力します。
DomainMember# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
DomainMember(config)# energywise domain cisco security shared-secret cisco protocol udp
port 43440 ip 2.2.4.44
DomainMember(config)# interface gigabitethernet0/2
DomainMember(config-if)# energywise importance 65
DomainMember(config-if)# energywise name labphone.5
DomainMember(config-if)# energywise role role.labphone
DomainMember(config-if)# energywise level 0
DomainMember(config-if)# end

ドメインメンバーは、Cisco EnergyWiseがイネーブルにされているかどうかにかかわらず、IP Phoneに電力を供給しま
す。

例：自動による電力の管理

次に、電力を自動的に管理する例を示します。

DomainMember# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
DomainMember(config)# energywise domain cisco security shared-secret cisco protocol udp
port 43440 ip 2.2.4.30
DomainMember(config)# interface gigabitethernet1/0/3
DomainMember(config-if)# energywise level 10 recurrence importance 90 at 0 8 * * *
DomainMember(config-if)# energywise level 0 recurrence importance 90 at 0 20 * * *
DomainMember(config-if)# energywise importance 50
DomainMember(config-if)# energywise name labInterface.3
DomainMember(config-if)# energywise role role.labphone
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DomainMember(config-if)# end

DomainMember# show energywise recurrences
Id Addr Class Action Lvl Cron
-- ---- ----- ------ --- ----
1 Gi0/3 QUERY SET 10 minutes: 0 hour: 8 day: * month: * weekday: *
2 Gi0/3 QUERY SET 0 minutes: 0 hour: 20 day: * month: * weekday: *

DomainMember# show running-config
<output truncated>
interface GigabitEthernet0/3
energywise level 10 recurrence at 0 8 * * *
energywise level 0 recurrence at 0 20 *
energywise importance 50
energywise role role.labphone
energywise name labInterface.3
end
<output truncated>

ラボの IP Phoneの電源を自動的に 08:00にオンし、20:00にオフにする場合：
DomainMember# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
DomainMember(config)# energywise domain cisco security shared-secret cisco protocol udp
port 43440 ip 2.2.4.30
DomainMember(config)# interface gigabitethernet1/0/3
DomainMember(config-if)# energywise level 10 recurrence importance 90 at 0 8 * * *
DomainMember(config-if)# energywise level 0 recurrence importance 90 at 0 20 * * *
DomainMember(config-if)# energywise importance 50
DomainMember(config-if)# energywise name labInterface.3
DomainMember(config-if)# energywise role role.labphone
DomainMember(config-if)# end

DomainMember# show energywise recurrences
Id Addr Class Action Lvl Cron
-- ---- ----- ------ --- ----
1 Gi0/3 QUERY SET 10 minutes: 0 hour: 8 day: * month: * weekday: *
2 Gi0/3 QUERY SET 0 minutes: 0 hour: 20 day: * month: * weekday: *

DomainMember# show running-config
<output truncated>
interface GigabitEthernet0/3
energywise level 10 recurrence at 0 8 * * *
energywise level 0 recurrence at 0 20 *
energywise importance 50
energywise role role.labphone
energywise name labInterface.3
end
<output truncated>

1階にある PCの電源を自動的に 06:00にオンにし、21:00にオフにする場合：
DomainMember# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
DomainMember(config)# service password-encryption
DomainMember(config)# energywise domain cisco security shared-secret cisco protocol udp
port 43440 ip 2.2.4.30

DomainMember(config)# time-range onfirstfloor
DomainMember(config-time-range)# absolute start 0:00 1 August 2009
DomainMember(config-time-range)# periodic daily 06:00 to 21:00
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DomainMember(config)# time-range offfirstfloor
DomainMember(config-time-range)# absolute start 0:00 1 August 2009
DomainMember(config-time-range)# periodic daily 00:00 to 05:55
DomainMember(config-time-range)# periodic daily 21:01 to 23:59
DomainMember(config-time-range)# exit

DomainMember(config)# interface gigabitethernet0/3
DomainMember(config-if)# energywise level 10 recurrence importance 70 time-range onfirstfloor
DomainMember(config-if)# energywise level 0 recurrence importance 70 time offfirstfloor
DomainMember(config-if)# energywise name floor.1
DomainMember(config-if)# energywise role pc-mgr
DomainMember(config-if)# end

DomainMember# show energywise recurrences
Id Addr Class Action Lvl Cron
-- ---- ----- ------ --- ----
1 Gi0/3 QUERY SET 10 onfirstfloor
2 Gi0/3 QUERY SET 0 offfirstfloor

DomainMember# show running-config
<output truncated>
interface GigabitEthernet0/3
energywise level 10 recurrence importance 70 time-range onfirstfloor
energywise level 0 recurrence importance 70 time-range offfirstfloor
energywise role pc-mgr
energywise name floor.1
end
<output truncated>

CiscoEnergyWiseは、absolute条件の開始時刻だけを使用します。設定された終了時刻は無視されます。ただし、
periodic条件では開始時刻と終了時刻は必須になります。

（注）

例：ドメイン分析のためのクエリ

次の例では、メンバーやエンドポイントの数、ドメインサイズのようなドメインに関する情報を表示する方法を示し

ます。

DomainMember# energywise query analyze domain
EnergyWise is currently analyzing the domain, please wait...
EnergyWise Domain Statistics
----------------------------
Querying from HW Model: WS-C3560G-48PS
Number of Domain Members: 3
Number of Endpoints: 1

例：Name属性を使用したクエリ
この例では、スイッチ 1とスイッチ 2は同一ドメイン内にあります。 shipping.1はスイッチ 1の PoEポートであり、
shipping.2はスイッチ 2の PoEポートです。

この例には、名前が shippingから始まり、重要度の値が 80以下であるドメインメンバーおよびエンドポイントの電力
消費量が示されています。このクエリーをスイッチ 1で実行します。
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DomainMember# energywise query importance 80 name shipping.* collect usage
EnergyWise query, timeout is 6 seconds:
Host Name Usage Level Imp
---- ---- ----- ----- ---
192.168.20.1 shipping.1 6.3 (W) 10 1
192.168.20.2 shipping.2 8.5 (W) 10 1
Queried: 2 Responded: 2 Time: 0.4 seconds

最初の行（shipping.1）はスイッチ 1の結果です。2番めの行（shipping.2）は、スイッチ 1のネイバーであるスイッチ
2の結果です。

例：キーワードを使用したクエリ

この例では、スイッチ 1とスイッチ 2は同一ドメイン内にあります。 shipping.1はスイッチ 1の PoEポートであり、
shipping.2はスイッチ 2の PoEポートです。

次の例では、名前とロールが異なり、重要度の値が 80以下であり、Adminキーワードが付くすべての IP Phoneの電力
消費量が示されています。このクエリーをスイッチ 1で実行します。

DomainMember# energywise query importance 80 keyword Admin collect usage
EnergyWise query, timeout is 6 seconds:
Host Name Usage Level Imp
---- ---- ----- ----- ---
192.168.40.2 shipping.1 6.3 (W) 10 1
192.168.50.2 orders.1 10.3 (W) 10 1
192.168.60.3 pc.1 200.0 (W) 8 75
Queried: 3 Responded: 3 Time: 0.5 seconds

スイッチ 1は、スイッチ 1のネイバーであるスイッチ 2に接続する 2台の電話機を報告します。

クエリーを keywords *を使用して実行しないでください。結果が生成されません。（注）

例：電力レベルを設定するためのクエリ

以下の例では、shipping.1と shipping.2はスイッチ 1の PoEポートです。スイッチ 1で次に示すクエリーを実行します。

• PoEポートの shipping.2の電力レベルを 0に設定する。
DomainMember# energywise query importance 80 name shipping.2 set level 0

• PoEポートの shipping.1および shipping.2の電力レベルを 0に設定する。
DomainMember# energywise query importance 90 name shipping.* set level 0

•キーワード Adminを持つデバイスの電力レベルを 10に設定する。
DomainMember# energywise query importance 60 keyword Admin set level 10
EnergyWise query, timeout is 6 seconds:
!!!!
Success rate is (2/2) setting entities
Queried: 2 Responded: 2 Time: 0.15 seconds
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消費タイプに allを指定して、EnergyWiseデバイスの電力消費量を表示する。
DomainMember# energywise query importance 100 name * collect usage all
EnergyWise query, timeout is 6 seconds:
Host Name Usage Level Imp
---- ---- ----- ----- ---
10.1.2.83 SEP5475d0db0dcb 3.8 (W) 10 5
10.1.2.71 SEP1C17D340834E 8.8 (W) 10 1
10.1.2.68 SEP3037A61748E2 8.8 (W) 10 1
10.1.2.211 Local_InfeedA_Outlet1 0.0 (W) 0 50
10.1.2.211 Local_InfeedA_Outlet2 0.0 (W) 0 50
10.1.2.211 Local_InfeedA_Outlet3 0.0 (W) 0 50
10.1.2.211 Local_InfeedA_Outlet4 0.0 (W) 0 50
10.1.2.211 Local_InfeedA_Outlet5 0.0 (W) 0 50
10.1.2.211 Local_InfeedA_Outlet6 34.0 (W) 0 50

消費タイプに consumerを指定して、IP Phoneの電力消費量を表示する。
DomainMember# energywise query importance 100 name * collect usage consumer
EnergyWise query, timeout is 6 seconds:
Host Name Usage Level Imp
---- ---- ----- ----- ---
10.1.2.83 SEP5475d0db0dcb 3.8 (W) 10 5
10.1.2.71 SEP1C17D340834E 8.8 (W) 10 1
10.1.2.68 SEP3037A61748E2 8.8 (W) 10 1

消費タイプに meterを指定して、PDU電源コンセントの電力消費量を表示する。
DomainMember# energywise query importance 100 name * collect usage meter
EnergyWise query, timeout is 6 seconds:
Host Name Usage Level Imp
---- ---- ----- ----- ---
10.1.2.211 Local_InfeedA_Outlet1 0.0 (W) 0 50
10.1.2.211 Local_InfeedA_Outlet2 0.0 (W) 0 50
10.1.2.211 Local_InfeedA_Outlet3 0.0 (W) 0 50
10.1.2.211 Local_InfeedA_Outlet4 0.0 (W) 0 50
10.1.2.211 Local_InfeedA_Outlet5 0.0 (W) 0 50
10.1.2.211 Local_InfeedA_Outlet6 34.0 (W) 0 50

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Cisco IOS Release Notes for Cisco EnergyWise, EnergyWise
Version 2.8

Cisco EnergyWiseをサポートするシスコネットワークデ
バイスのリスト

EnergyWiseコマンド

IP-Enabled Energy Management: A Proven Strategy for
Administering Energy as a Service

IP-Enabled Energy Management
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マニュアルタイトル関連項目

Cisco Developer Networkに移動します。

• Cisco EnergyWise Documentation Roadmap

•『Cisco EnergyWise Partner Development Guide』

•『Cisco EnergyWise Programmer Reference Guide for the

EndPoint SDK』

•『Cisco EnergyWise Programmer Reference Guide for the

Management API』

Cisco EnergyWiseパートナーマニュアル

EnergyWiseに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明する機能のリリースおよび関連情報を示します。

これらの機能は、特に明記されていない限り、導入されたリリース以降のすべてのリリースで使用できます。

機能情報機能リリース

Cisco EnergyWiseはネットワーク内で、ネットワーク
デバイスとネットワークに接続しているデバイスの電

力消費量のモニタと管理を行います。

EnergyWiseCisco IOS Release 15.2(7)E3k

CiscoFeatureNavigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポート情報を検索できます。
Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfn [英語]からアクセスします。
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